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はじめに

ONTAP の自動化オプションを理解する

ONTAPストレージシステムの導入と管理を自動化するためのオプションがいくつかあり
ます。

ONTAP REST API

ONTAP 9.6 以降、 ONTAPには、ストレージ システムの導入と管理を自動化するための基盤を提供する強力
な REST API が含まれています。それ以来、REST API は拡大と成熟を続けています。これにより、 ONTAP

導入の管理を自動化する際に、優先的かつ戦略的なオプションが提供されるようになりました。

REST APIへのネイティブアクセス

ONTAP REST API には、 REST クライアントをサポートする任意のプログラミング言語を使用して直接アク
セスできます。代表的な言語の選択肢は、 Python 、 PowerShell 、 Java です。

RESTを使用するための従来のONTAPIコードの移行

ONTAPI API (Zephyr API または ZAPI) は、データ ストレージ管理および管理タスクの自動化をサポートする
ためにNetApp ONTAPソフトウェアに含まれる独自の呼び出しのオリジナル セットです。 APIは、"NetApp

Manageability SDK の使用" 。 ONTAPI API を使用する既存のコードがある場合は、REST API で利用できる
拡張機能セットを活用するために、 ONTAP REST API への移行を計画する必要があります。 NetApp は、新
しいONTAP REST API を使用するようにコードを変換するためのサポートを提供します。見る"ONTAPIか
らREST APIへの移行"詳細についてはこちらをご覧ください。

クライアントソフトウェアツールキット

NetAppには、ONTAP REST APIを抽象化し、自動化コードの作成を容易にするクライアントツールキットが
用意されています。開発言語と環境に適したものを選択してください。

Python クライアントライブラリ

Python クライアントライブラリは、 ONTAP REST API にアクセスするスクリプトを記述する際に使用でき
るパッケージです。接続管理、非同期要求処理、例外処理など、基盤となる複数のサービスをサポートしま
す。Python クライアントライブラリを使用すると、 ONTAP の自動化目標をサポートする堅牢なコードを迅
速に開発できます。詳細については、を参照してください "Python クライアントライブラリ" 。

PowerShellツールキット

NetApp.ONTAP PowerShell Toolkitを使用すると、WindowsホストからのONTAPクラスタの管理を自動化でき
ます。詳細については、を参照してください "NetApp PowerShell Toolkitの詳細" 。

自動化フレームワーク

いくつかのフレームワークのいずれかを使用して、自動化コードを作成して展開できます。

Ansible

Ansible は、プロビジョニング、構成管理、アプリケーション導入をサポートするオープンソースのソフトウ
ェアツールです。リリース以降、 RedHat が買収して以来、人気が高まってきています。ネットアップは、
Ansible 認定モジュールを提供しています。このモジュールを使用すると、 ONTAP ストレージシステムの管
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理を自動化できます。を参照してください "詳細はこちら。" および "ネットアップの Ansible DevOps ソリ
ューション" 追加情報 の場合。

NetApp Console自動化ハブ

その "NetApp Console自動化ハブ" コンソールの Web ユーザー インターフェイスから利用できます。自動化
ハブは、 ONTAPと他の製品の導入および統合を自動化するのに役立つパッケージ化されたソリューションへ
のアクセスを提供します。見る "NetApp自動化" ドキュメントと詳細については、こちらをご覧ください。

REST Webサービスの詳細

Representational State Transfer （ REST ）は、分散 Web アプリケーションの作成に使
用される形式です。Web サービス API の設計に適用すると、サーバベースのリソースを
公開し、その状態を管理するための一連のテクノロジが確立されます。主流のプロトコ
ルと標準が使用されており、 ONTAP クラスタを管理するための柔軟な基盤が提供され
ます。

REST で共通のテクノロジとベストプラクティスは確立されますが、各 API の詳細は開発時の
選択内容に応じて異なる場合があります。ライブ環境で使用する前に、 ONTAP REST API の
設計上の特徴を理解しておく必要があります。

リソースと状態の表示

リソースは、 Web ベースシステムの基本コンポーネントです。REST Web サービスアプリケーションを作成
する場合、設計の早い段階で次の作業を行います。

• システムまたはサーバベースのリソースの識別

すべてのシステムは、リソースを使用および管理します。リソースには、ファイル、ビジネストランザク
ション、プロセス、管理エンティティなどがあります。REST Web サービスに基づいてアプリケーション
を設計する際に行う最初の作業の 1 つは、リソースを識別することです。

• リソースの状態および関連する状態操作の定義

リソースの状態の数は有限で、リソースは必ずそのいずれかの状態にあります。状態、および状態の変化
に影響する関連操作を明確に定義する必要があります。

URI エンドポイント

すべての REST リソースは、明確に定義されたアドレス指定方式を使用して定義および使用可能にする必要
があります。リソースが置かれているエンドポイントは、 Uniform Resource Identifier （ URI ）で識別されま
す。URI は、ネットワーク内の各リソースに一意の名前を作成するための一般的なフレームワークで
す。Uniform Resource Locator （ URL ）は、リソースを識別してアクセスするために Web サービスで使用さ
れる URI の一種です。リソースは通常、ファイルディレクトリに似た階層構造で公開されます。

HTTP メッセージ

Hypertext Transfer Protocol （ HTTP ）は、 Web サービスのクライアントとサーバがリソースに関する要求
と応答のメッセージを交換する際に使用するプロトコルです。Web サービスアプリケーションの設計の一環
として、 HTTP メソッドはリソースおよび対応する状態管理アクションにマッピングされます。HTTP はステ
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ートレスです。したがって、関連する一連の要求と応答を 1 つのトランザクションの一部として関連付け
るには、要求と応答のデータフローで伝送される HTTP ヘッダーに追加情報を含める必要があります。

JSON 形式

Web サービスのクライアントとサーバの間で情報を構造化して転送する方法は複数ありますが、最も広く使
用されているのは JavaScript Object Notation （ JSON ）です。JSON は、単純なデータ構造をプレーンテキ
ストで表すための業界標準であり、リソースについての状態情報の転送に使用されます。ONTAP REST API

では、 JSON を使用して、各 HTTP 要求と応答の本文で伝送されるデータをフォーマットします。

一般的なREST APIトランザクション

すべてのAPIトランザクションは、HTTP要求と関連する応答で構成されます。この図は、クラスタで使用さ
れている ONTAP ソフトウェアのバージョンを取得する方法を示しています。

HTTP要求

クライアントからサーバに送信される要求は、次のもので構成されます。

• GET 動詞

• クラスタの URL パス

• クエリパラメータ（フィールド）
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• 要求ヘッダー。許可を含みます

HTTP応答

サーバからクライアントに送信される応答は、次のもので構成されます。

• ステータスコード 200

• 応答ヘッダー

• クラスタソフトウェアバージョンを含む応答の本文

ONTAP REST APIにアクセスする方法

ONTAP REST API には、いくつかの方法でアクセスできます。

ネットワークに関する考慮事項

いくつかのタイプのインターフェイスのいずれかを使用して、 ONTAP REST API に接続できます。選択する
LIF は、HTTPS 管理プロトコルをサポートするように設定する必要があります。また、ネットワークのファ
イアウォール構成で HTTPS トラフィックを許可する必要があります。次のインターフェースがサポートされ
ています。

• クラスタ管理 LIF

• ノード管理 LIF

• SVM 管理 LIF

これらの LIF はどれでも使用できますが、推奨されるベスト プラクティスはクラスタ管理 LIF を使用するこ
とです。これにより、クラスターを単一の論理ユニットとしてアドレス指定できるようになり、最高レベルの
回復力と負荷分散が実現します。クラスタ LIF は、計画されたアップグレード、クォーラム イベント、およ
びその他の接続の問題を処理するために、必要に応じてクラスタ内で再配置できます。複数のクラスタ管理
LIF が設定されている場合、REST API へのアクセスに関してはそれらはすべて同等になります。SVM 管理
LIF も負荷分散されますが、ノード レベルでスコープされた LIF に送信された要求はローカルで処理されま
す。

ONTAP API オンラインドキュメントページ

ONTAP API オンラインドキュメントページに、 Web ブラウザを使用する際のアクセスポイントが記載され
ています。個々の API 呼び出しを直接実行する方法に加え、各呼び出しの入力パラメータやその他のオプシ
ョンなど、 API の詳細な概要も含まれています。API 呼び出しは機能のカテゴリ別に分類されています。を参
照してください "REST リソースの概要" を参照してください。

最新バージョンの API のドキュメントページにアクセスするための URL の形式は次のとおりです。

https://<cluster_mgmt_ip_address>/docs/api

カスタムのソフトウェアとツール

ONTAP API には、さまざまなプログラミング言語やツールを使用してアクセスできます。代表的なものとし
ては、 Python 、 Java 、 Curl 、 PowerShell などがあります。API を使用するプログラム、スクリプト、ま
たはツールは、 REST Web サービスのクライアントとして機能します。プログラミング言語を使用すると、
API についての理解が深まり、 ONTAP の管理を自動化することもできます。
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最新バージョンの API に直接アクセスするためのベース URL の形式は次のとおりです。

https://<cluster_mgmt_ip_address>/api

複数のバージョンがサポートされている場合に特定のバージョンの API にアクセスするには、次の形式の
URL を使用します。

https://<cluster_mgmt_ip_address>/api/v1

最初のONTAP REST API呼び出し

簡単なcurlコマンドを問題して、ONTAP REST APIの使用を開始し、使用可能かどうか
を確認できます。

作業を開始する前に

ワークステーションでcurlユーティリティを使用できるほか、次のものが必要です。

• ONTAPクラスタ管理LIFのIPアドレスまたはFQDN

• ONTAP REST APIにアクセスする権限を持つアカウントのONTAPクレデンシャル

クレデンシャルに特殊文字が含まれている場合は、使用しているシェルに応じてカールできる
形式にする必要があります。たとえば、各特殊文字の前にバックスラッシュを挿入したり、ク
レデンシャル文字列全体を二重引用符で囲むことができます。

手順

1. ローカルワークステーションのコマンドラインインターフェイスで、次のコマンドを問題します。

curl --request GET \

"https://$FQDN_IP/api/cluster?fields=version" \

--user username:password

◦ 例 *

curl --request GET "https://10.29.186.132/api/cluster?fields=version" --user

admin:david123

完了後

ONTAP のバージョン情報は JSON 形式で表示されます。

ONTAP REST APIのラボリソース

NetAppには、ONTAP REST APIおよびその他の関連する自動化テクノロジをテストする
ためのラボ環境が用意されています。

。 "ラボオンデマンド" NetAppのお客様とパートナー様が利用できます。サインインしてラボリソースの使用
を開始するには、有効なクレデンシャルが必要です。必要に応じて、_REST_またはその他のテクノロジをラ
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ボで検索できます。

また、 "サンプルスクリプトを実行するためのラボオンデマンドの準備" をダウンロードしてご確認くださ
い。
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